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                 ・「LCCO2 算定条件シート（標準計算）」 

標準計算で評価を実施している場合は、LCCO2計算に用いられている評価条件がLCCO2算定条件シート

（標準計算）に表示される。代表的な資材の量や環境負荷原単位、エネルギーのCO2排出係数等が計算

根拠として表示される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅰ. 3.10 「LCCO2 算定条件シート（標準計算）」 
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なお、既存躯体の再利用と高炉セメントを採用した場合は、それぞれの利用率を本シートに入力する。この

数値が、LCCO2計算シートの建設段階のCO2排出量計算に反映される。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

図Ⅰ. 0.1 「LCCO2 算定条件シート（標準計算）」シートでの高炉セメントの採用率、 

既存躯体の再利用率の設定 

 
 
 

3.8 スコアシートへの入力  

 各採点シートに入力した採点結果が、スコアシートの評価点の欄に表示される。評価点は3点を基準と

し、3点を上回る得点を与える評価項目については、スコアシート中央の「環境配慮設計の概要記入欄」

に、評価の根拠を具体的に記入することを必須とする。また、CASBEE大阪みらい 新築では、解説シー

トを用いずに評価点欄に直接採点結果を入力することも可能である。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 図Ⅰ. 3.12 スコアシートへの入力方法 

  

採用対策を具体的に記入 

（３点を上回る得点を与える

評価項目の記入は必須） 

参照値（参照建物） 評価対象 備考

主要なリサイクル建材と利用利率

高炉セメント
（躯体での利用率）

0% 20%

既存躯体の再利用
（躯体での利用率）

0% 0%

電炉鋼材（鉄筋） 0% 0%

電炉鋼材（鋼材） 0% 0%

項目

建設
段階
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図Ⅰ. 3.13 スコアシート画面例（１/２） 
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図Ⅰ. 3.14 スコアシート画面例（２/２） 
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3.9 建築物総合環境計画概要書                 （ＣＡＳＢＥＥ評価結果表示シート） 

図Ⅰ.3.15に建築物環境計画概要書シートを示す。建築物環境計画概要書シートでは、Q（建築物の

環境品質）とLR（建築物の環境負荷低減性）さらにBEE（建築物の環境効率）、LCCO2排出率の結果

がグラフと数値で表示される。 

 

 

【表示内容】 

1 建物概要 

 

 

 

 

2 CASBEE の評価結果 

2-1 BEE（Q／L）の 

評価結果 

2-2 ライフサイクル CO2 

（温暖化影響チャート） 

2-3 レーダーチャート 

 

2-4 バーチャート 

・Q の評価結果 

・LR の評価結果 

 

ラベル表示の有無 

 

 

 

 

 

3 設計上の配慮事項 

 

 

 

 

 

図Ⅰ. 3.15 CASBEE 大阪みらい 新築の建築物総合環境計画概要書（出力例） 

外観入力シートに外観透視図

データを添付すると自動的に

表示されます。 
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3.10 建築物環境性能表示 結果シート 

図Ⅰ.3.16に環境性能表示結果シートを示す。環境性能表示結果シートは、ＣＡＳＢＥＥ本体のスコアシー

トの入力により、自動的に作成されるシートです。 

各分野、各項目の配慮事項を環境性能表示シートに記入してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅰ. 3.16 建築物環境性能表示結果シート（出力例） 
 
  

CASBEE スコア

シートから自

動入力 

各概要記入欄・配慮事

項欄にコメント記入 
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計画概要書シートの詳細を以下に示す。 

 

表Ⅰ.3.4 計画概要書シートの表示内容 

項 目 内 容 

1 建物概要 評価建築物の概要 

2  CASBEEの評価結果 グラフによる評価結果表示 

 
2‐1 建築物の環境効率（BEE ランク＆チャート） Q､Lの評価結果と BEEの表示 

赤星によるランク表示 

 

2-2 ライフサイクル CO2 （温暖化影響チャート） リファレンス建物と評価建物の LCCO2

表示 

緑星によるランク表示 

2‐3 レーダーチャート 分野ごとの評価結果をﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ表

示 

2‐4 バーチャート 分野ごとの評価結果を棒グラフ表示 

  「Q：建築物の環境品質」における評価結果 

「LR:建築物の環境負荷低減性」における評

価結果 

3 設計上の配慮事項  

 
 

1 建物概要 

メインシート１）の「1 建物概要」部分の情報、建物名称や用途、場所、規模、構造など、プロジェクトの概要

が自動表示される。 

 

2 CASBEEの評価結果 

建築物自体に関わる環境性能評価項目の評価結果を表示する欄である。この欄は、スコアシートで集計さ

れた各採点項目の入力結果を基にグラフ表示される。 

各評価項目のスコアは、小数点以下2桁目を切り捨て処理された数値が表示される。なお、各項目のスコ

ア算出にあたっては、有効桁数の処理（丸め）を行っていない数値をもとに集計を行う。 

 

2-1 建築物の環境効率（BEE：Built Environment Efficiency） 

Q（建築物の環境品質）とL（建築物の環境負荷）の評価結果から算出される「建築物の環境効率：BEE」を

表示する。QとLの値はそれぞれQ分野の総合得点SQおよびLR分野の総合得点SLRから導かれるが、表

の右側にBEEおよびQとLの計算式を示す。ここで、まず分子のQは建築物の環境品質の得点SQ（1点～5

点）をQのスケールである0～100の数値に変換するため、Q＝25×（SQ－1）と定義する。一方、分母のL

は、環境負荷低減性の得点SLR（1点～5点）をやはり環境負荷Lのスケールである0～100の数値に変換

するため、L＝25×（5－SLR）と定義する。 

BEEは、小数点以下2桁目を切り捨て処理された数値が表示される。なお、BEE算出にあたっては、有効

桁数の処理（丸め）を行っていない数値をもとに最終的なBEEまでの計算を行う。 

図Ⅰ.3.176の下は、縦軸にQ、横軸にLをとってBEEを表示したグラフで、原点（Q=0、L=0）およびQ値とL

値の座標点を結ぶ直線の傾きがBEE値を示す。Q値が高く、L値が低いほどこの傾斜が大きくなり、よりサス

テナブルな性向を持った建築物と評価できる。CASBEEでは、この傾きに従ってC（劣っている）からB－、B
＋、A、S（大変優れている）の５ランクに分割される領域によって建築物の総合的な環境性能評価結果をラ

ンキングする。図Ⅰ.3.17の上は、各段階を赤星の数で示したものである。 

 

2-2 ライフサイクルCO2 （温暖化影響チャート） 

参照値と評価対象のLCCO2が棒グラフで表示される。参照値におけるLCCO2排出量を100％したときの評

価対象の排出率（％）が表示される。 

① 参照値（省エネ法の建築主の判断基準に相当する省エネ性能などを想定した標準的な建物のLCCO2） 
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② 評価対象建物のLCCO2：建築物での取組み（エコマテリアルや建物の長寿命化、省エネルギーなどの

取組み）を評価した結果 

③ 上記＋②以外のオンサイト手法（敷地内の太陽光発電など）を利用した結果 

④ 上記＋オフサイト手法（グリーン電力証書、カーボンクレジットの購入など）を利用した結果 

なお、標準計算においては、③と④は同じ数値が表示される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図Ⅰ. 3.17 2-1 の拡大（BEE と赤星による表示） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅰ. 3.18 2-2 の拡大（ライフサイクル CO2 と緑星による表示） 

2-3 レーダーチャート 

さらに、Q1からLR3まで6分野毎の得点が左上のレーダーチャートに一括して示され（図Ⅰ.3.19）、対象建

築物における環境配慮の特徴が一目でわかるようになっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅰ. 3.19 2-3 の拡大（レーダーチャートによる表示） 

 

2-2 ライフサイクルCO2 (温暖化影響チャート）

標準計算

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一般
的な建物（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目安
で示したものです

①参照値

30%: ☆☆☆☆☆ 60%: ☆☆☆☆ 80%: ☆☆☆ 100%: ☆☆ 100%超: ☆

（ kg-CO2/年・m2 ）

②建築物の取組み

③上記+②以外の

オンサイト手法

0 40 80 120

建設 修繕・更新・解体 運用 オンサイ ト オフサイ ト

④上記+

オフサイト手法

100%

78%

78%

78%

2-3　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ）

1

2

3

4

5

Q2 サービ

ス性能

Q3 室外環

境
(敷地内)

LR3 

敷地外環境

LR2 資源・

マテリアル

LR1 

エネルギー

Q1

室内環境
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3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 
室内環境 Q2 
サービス性能 Q3 
室外環境（敷地内）

LR1 
エネルギー LR2 
資源・マテリアル LR3 
敷地外環境
注）　「LR1　エネルギー」に対する配慮事項を簡潔に記載し

てください。

注）　「LR2　資源・マテリアル」に対する配慮事項を簡潔に記

載してください。

注）　「LR3　敷地外環境」に対する配慮事項を簡潔に記載し

てください。

注）　設計における総合的なコンセプトを簡潔に記載してください。 注）　上記の６つのカテゴリー以外に、建設工事における廃棄

物削減・リサイクル、歴史的建造物の保存など、建物自体の環

境性能としてＣＡＳＢＥＥで評価し難い環境配慮の取組みがあ

れば、ここに記載してください。

注）　「Q1　室内環境」に対する配慮事項を簡潔に記載してく

ださい。

注）　「Q2　サービス性能」に対する配慮事項を簡潔に記載し

てください。

注）　「Q3　室外環境（敷地内）」に対する配慮事項を簡潔に

記載してください。

2-4 バーチャート 

Q（建築物の環境品質）は、表の上欄に「Q1室内環境」、「Q2サービス性能」、「Q3室外環境（敷地内）」の

分野ごとの評価結果が棒グラフで表示される。また、LR（建築物の環境負荷低減性）は表の下欄に、「LR1

エネルギー」、「LR2資源・マテリアル」、「LR3敷地外環境」の評価結果が同様に表示される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅰ. 3.20 「計画概要書シート」 2-4 の拡大（バーチャートによる表示） 

 

3 設計上の配慮事項 

評価建物の環境配慮の全体像を第三者が把握し易くするために、環境配慮設計における配慮事項を表示

する。配慮事項記入シートの、「総合」、「Q1」～「LR3」、「その他」の各欄に記述された内容がそのまま表示

される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅰ. 3.21 設計上の配慮事項 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Q のスコア = 3.4
Q1 室内環境      Q2 サービス性能 Q3 室外環境（敷地内）

3.5 3.2 3.4

LR　環境負荷低減性 LR のスコア = 3.5
LR1 エネルギー      LR2 資源・マテリアル LR3 敷地外環境

3.8 3.1 3.4

3.8 
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1
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3.4 
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4

5

4.0

3.0

4.0

3.5

1

2

3

4

5

3.0

3.8
3.6

3.4

1

2

3

4

5

4.0 

3.0 

3.5 

1

2

3

4

5

水資源

保護

3.5 

3.0 3.0 

1

2

3

4

5

音環境 機能性 生物環境

非再生材料の
使用削減

耐用性

・信頼性

対応性

・更新性

まちなみ

・景観
地域性・

アメニティ

Q3のスコア=

LR3のスコア=LR2のスコア=

Q2のスコア=Q1のスコア=

LR1のスコア=

温熱環境 光･視環境 空気質環境

汚染物質
回避

建物の
熱負荷

自然エネ
ルギー

設備システ
ム効率化
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運用
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への配慮
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への配慮
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3.11 「CASBEE 大阪みらい 新築」2018 年版 評価ソフトにおける留意点 

「CASBEE大阪みらい 新築」 2018年版においては標準計算に加え、個別計算として評価者自身が詳

細なデータ収集と計算を行って精度の高いLCCO2を算出した場合、評価結果の一部とすることができるこ

ととしている。具体的には、計画概要書シートの「2-2 ライフサイクルCO2 （温暖化影響チャート）」に計算

値と、緑星による表示がされる。なお、個別計算の結果は、「LR-3 1.地球温暖化への配慮」およびBEEに

は反映されない。 

LCCO2を個別計算によって求めた場合、以下の点に留意する。 

１） 評価者はメインシートにおいて、１）概要入力②評価の実施の「LCCO2計算」の欄で「個別計算」をプル

ダウンメニューから選択する。 

２） LCCO2の算定条件については、これを明記する。評価ソフトにおいては、「LCCO2算定条件シート（個別

計算）」に算定条件を入力する。 

３） LCCO2の個別計算値は「LCCO2算定条件シート（個別計算）」に評価者自身が入力する。建設段階、

修繕・更新・解体段階、運用段階の各段階について、「参照値」（基準となる建物＝全ての評価項目で

レベル３相当）と「評価対象」のCO2排出量をkg-CO2/年㎡で入力する。 

４） 個別計算を用いた場合のライフサイクルCO2（温暖化影響チャート）については、グラフの背景が着色表

示され、標準計算での結果でないことがすぐに判別できるようにしている。 

 

なお、オフサイト手法の計算に関する詳細はPARTⅢを参照のこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(a)標準計算での結果表示                  (b)個別計算での結果表示 

 

図Ⅰ. 3.22 個別計算における LCCO2（温暖化影響チャート）の表示例 

 

2-2 ライフサイクルCO2 (温暖化影響チャート）

標準計算

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一般
的な建物（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目安
で示したものです

1

2

3

4

5
Q2 サービス性能

Q3 室外環境
(敷地内)

LR3 
敷地外環境

LR2 資源・

マテリアル

LR1 
エネルギー

Q1　
室内環境①参照値

30%: ☆☆☆☆☆  60%: ☆☆☆☆  80%: ☆☆☆ 100%: ☆☆  100%超: ☆

（ kg-CO2/年・m2 ）

②建築物の取組み

③上記+②以外の

　オンサイト手法

0 40 80 120 160

建設 修繕・更新・解体 運用 オンサイ ト オフサイ ト

100%

86%

79%

79%
④上記+

　オフサイト手法

2-2 ライフサイクルCO2 (温暖化影響チャート）

個別計算

このグラフは、一般的な建物（参照値）と比べたライフサイク

ルCO2 排出量を評価者自身の計算（個別計算）により算出した
結果を示しています。LCCO2の算定条件等については、「LCCO2

算定条件シート（個別計算）」を参照されたい

1

2

3

4

5
Q2 サービス性能

Q3 室外環境
(敷地内)

LR3 
敷地外環境

LR2 資源・
マテリアル

LR1 
エネルギー

Q1　
室内環境①参照値

30%: ☆☆☆☆☆  60%: ☆☆☆☆  80%: ☆☆☆ 100%: ☆☆  100%超: ☆

（ kg-CO2/年・m2 ）

②建築物の取組み

③上記+②以外の

　オンサイト手法

0 40 80 120 160

建設 修繕・更新・解体 運用 オンサイ ト オフサイ ト

100%

69%

56%

44%
④上記+

　オフサイト手法


